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土
浦
の
花
火
と

土
浦
の
花
火
と
神
龍
寺

神
龍
寺

　
土
浦
の
花
火
競
技
大
会
は
今
か
ら
97
年
前
の
大
正

14（
１
９
２
５
）年
９
月
、
第
１
回
全
国
煙
火
共
進
会

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
発
案
者
は
曹そ

う

洞と
う
し
ゅ
う宗
の
僧
侶
・
秋
元
梅ば

い
ほ
う峯（
１
８
８
２
～
１
９
３
４
）

で
、
住
職
を
つ
と
め
て
い
た
神じ

ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺（
文
京
町
）に
は

現
在
も
花
火
の
歴
史
を
語
る
文ぶ

ん
ぶ
つ物
が
大
切
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
土
浦
の
花
火
の
発
祥
の
地

と
も
い
え
る
神
龍
寺
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
本
堂
の
右
手
に
は
穏
や
か
な
眼
差
し
を
た
た
え
た

梅
峯
の
胸
像
が
あ
り
ま
す
。
梅
峯
は
競
技
大
会
を
始

め
る
に
あ
た
り
、
２
つ
の
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
１

つ
は
慰
霊
で
す
。
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
殉
職
者
や

梅
峯
が
率
い
た
大だ

い
に
っ
ぽ
ん

日
本
仏ぶ

っ
き
ょ
う
ご
こ
く
だ
ん

教
護
国
団
の
死
亡
者
、
関

東
大
震
災
の
犠
牲
者
ら
へ
の
鎮
魂
の
想
い
が
込
め
ら

れ
ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
、
東
京
方
面
か
ら
の
観
客

を
誘
致
し
、
花
火
で
土
浦
町
の
経
済
を
活
発
に
し
た

い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
梅
峯
は
、
笠
間
稲
荷
神
社
全
国
煙
火
競
技
会
を
参

考
に
し
、
競
技
会
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
下

館
町（
現
筑
西
市
）の
火
薬
販
売
業
・
竹
山
伝で

ん
じ
ろ
う

次
郎
を

大
日
本
仏
教
護
国
団
の
顧
問
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
堂
を
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
花
火
師
の
宿
舎

に
提
供
し
、
大
会
後
の
表
彰
式
で
は
本
堂
を
背
景
に

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
神
龍
寺
は
競
技
大
会
の

拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
大
会
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
梅
峯
は
檀
家
か

ら
寄
付
を
募
り
、
借
金
も
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
正
15（
１
９
２
６
）年
、
第
２
回
大
会
の「
煙

火
打
上
番
組
」（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
は
待
合
や
料
亭
、

そ
ば
屋
、
仕
出
し
・
弁
当
、
運
輸
会
社
、
銀
行
、
薬

局
、
旅
館
、
百
貨
店
な
ど
が
名
を
連
ね
、
広
告
料
を

支
払
っ
て
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
の
ち
に
大
会
の
主
催
は
大
日
本
仏
教
護
国
団
か
ら

土
浦
煙
火
協
会
に
変
わ
り
、
梅
峯
は
煙
火
協
会
の
初

代
会
長
に
就
任
し
て
花
火
大
会
を
支
え
ま
し
た
。
大

会
前
に
は
土
浦
駅
構
内
に
ポ
ス
タ
ー
や
花
火
師
の
人

形
が
飾
ら
れ
、
当
日
に
は
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
ま

し
た
。
商
店
で
は
開
催
日
に
合
わ
せ
、
大
売
り
出
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
現
在
あ
る
梅
峯
の
胸
像
は
昭
和
29（
１
９
５

４
）年
に
再
建
さ
れ
た
２
代
目
で
す
。
梅
峯
は
昭
和

９（
１
９
３
４
）年
に
亡
く
な
り
、
三
回
忌
に
建
立
さ

れ
た
初
代
の
立
像
は
太
平
洋
戦
争
中
の
金
属
類
回
収

令
に
よ
り
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
花
火
で
慰
霊
を
願
っ
た
梅
峯
の
想
い
は
、
境
内
に

あ
る
海
軍
航
空
隊
殉
職
者
供
養
塔
に
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
10（
１
９
３
５
）年
に
建
て
ら
れ
、
手
前

の
石
碑
に
航
空
機
事
故
で
殉
職
し
た
41
人
の
名
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
境
内
に
は
、
梅
峯
に
請
わ
れ
て
土
浦
に
移

り
住
み
、
昭
和
11
年
に
北
島
煙
火
店（
の
ち
の
土
浦

火
工
株
式
会
社
）を
設
立
し
た
北
島
義ぎ

一い
ち（

１
９
０
８

～
１
９
７
９
）の
墓
も
あ
り
ま
す
。
義
一
は
黒く

ろ
ご
む
ら

子
村

（
筑
西
市
）に
生
ま
れ
、
煙
火
店
を
営
ん
で
い
た
父
・

文ぶ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎（
１
８
８
７
～
１
９
５
２
）と
と
も
に
土
浦
に
移

り
、
戦
後
は
全
国
に
先
駆
け
て
競
技
大
会
を
復
活
さ

せ
ま
し
た
。
土
浦
火
工
は
数
々
の
競
技
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
、
そ
の
技
術
を
学
び
に
き
た
花
火
師

の
子
弟
を
育
て
ま
し
た
。
昭
和
38（
１
９
６
３
）年
、

土
浦
の
競
技
大
会
で
通
商
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
義
一
の
功
績
で
す
。
義
一
は
日

本
煙
火
協
会
の
前
身
で
あ
る
日
本
煙
火
工
業
会
の
会

長
を
長
く
務
め
、
花
火
製
造
業
の
地
位
向
上
や
打
ち

上
げ
の
保
安
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
今
も
、
土
浦
を

訪
れ
た
花
火
師
が
墓
に
花
を
手
向
け
て
い
き
ま
す
。

　

土
浦
の
花
火
に
つ
い
て
紹
介
し
た
図
録『
花
火
と

土
浦
―
祈
る
心
・
競
う
技
』は
、
博
物
館
付
属
展
示
館

「
土
浦
城
東
櫓
」（
亀
城
公
園
内
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２
９
２
８
）

秋元梅峯立像（初代）
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